
ふりむけば駒ヶ岳 

～駒ヶ岳火山防災会議協議会の歩みと課題について～ 
 

元北海道森町防災交通課長 

中西 清 

 

要旨： 

「ふりむけば駒ヶ岳」というテーマで、駒ヶ岳周辺市町で設置している駒ヶ岳火山防災会議協議会

の事業を中心に、私共が行っている「駒ヶ岳の火山防災事業の歩み」や「課題」などについて簡略に

話をしたいと思います。本日の連携会議の参考にしていただければ幸いです。 

 

駒ヶ岳火山防災会議協議会の設置 

 駒ヶ岳周辺の５つの町で、「昭和５２～５３年の有珠山噴火」の際の取られた広域的な防災対応を受

けて、「山が静かなときに」、将来の駒ヶ岳の火山噴火に備えるため「駒ヶ岳火山防災会議協議会」を

昭和５５年１０月に設置、会長に森町長を、事務局を森町が担当することになりました。 

火山の防災会議協議会としては、国内で３番目、北海道では初めての設置となりました。 

 現在、協議会は、市町村合併により森町、鹿部町、七飯町、函館市の１市３町で設置しています。（防

災計画の及ぶ範囲は、当分の間、３町と函館市南茅部地区の旧５町としてあります。） 

 

駒ヶ岳火山噴火防災計画と駒ヶ岳火山噴火災害危険区域予測図（ハザードマップ） 

 協議会の設置後、駒ヶ岳の噴火史や過去の火山災害に関する資料の収集、火山防災の先進地視察研

修、北大の勝井教授の指導や防災関係機関の助言など各方面にご協力をいただき、駒ヶ岳の火山噴火

防災計画の策定に着手しました。 

その策定の過程で、火山防災計画をわかりやすくするため、防災計画の添付図として、噴火災害区

域区分と交通規制、避難道路と避難場所を記載した「駒ヶ岳噴火地域防災計画図」という地図を２種

類、勝井教授の指導、助言を受けて策定に着手しました。 

 これが後になり、国内の自治体で最初に策定・公表された「（火山噴火災害危険区域予測図）、ハザ

ードマップ」となりました。 

また、この防災計画図に基づく「駒ヶ岳火山噴火地域防災計画」を昭和５８年１１月に策定、この

計画に基づき、各種の火山防災事業を協力しながら実施してきました。その後、平成６年に「国土庁

が平成４年度に策定した、ハザードマップ策定方針」に基づき、新たなハザードマップを策定・公表

しました。 

また、同時に、「駒ヶ岳が怒ったとき」という住民啓発のための火山防災ビデオも国内の自治 

体では初めて製作し、学校、図書館、関係機関等に配布しました。（協議会設置市町の鹿部町では、全

戸配布しています。） 

平成１６年３月には、北大の岡田先生を始めとする火山学者の方々や札幌管区気象台の協力のもと、

（平成１２年の有珠山噴火の総合的な対策を参考とし）、新たな視点から火山噴火防災計画を作るため

に「駒ヶ岳火山噴火シナリオ」を策定しました。そして、このシナリオとハザードマップに基づいた

新たな火山噴火防災計画である「駒ヶ岳火山噴火町相互間地域防災計画」、「噴火災害初動マニュアル」、

「巻末資料・北海道駒ヶ岳」を策定しました。 

特に、「巻末資料・北海道駒ヶ岳」は、駒ヶ岳の周辺概要、火山の知識、地形、地質、噴火の記録、

ハザードマップ、協議会の歩み等を北大の吉本助教の協力のもと、まとめたもので、防災計画巻末資

料として折り込んでいるほか、冊子にしたものです。 

（協議会の１市３町は、各種火山防災事業を進めるに当たり、２ケ月に１回程度は、協議会の防災

担当者会議、幹事会関係機関との会議、テレビ会議等を開催し、協議、検討、研修を行い、力を合わ

せて事業の実施をしています。） 



 協議会の火山防災事業は、特に、山麓地域住民の防災意識を高め、火山噴火に備えて、いざという

時の準備を呼びかけるため、２年から３年に１回、「壁貼りタイプのポスター（３回配布）」や「小冊

子タイプの防災ハンドブック（６回配布）」を各家庭（函館市を除く、旧５町、２２,９００部）に配

布してきています。 

  

また、日頃から「駒ヶ岳とはどんな火山か、火山噴火とはどんなものなのか、火山防災とは。」など

を知ることが火山防災の第一歩であることから、火山学者、火山専門家などの協力のもと、地域住民

や防災担当者等を対象とした、研修会や火山防災講演会なども各市町で開催しています。この活動に

ついては、平成１０年度の第３回防災まちづくり大賞の大賞である自治大臣賞を受賞しました。 

 

また、最近は関係資料の電子化を進めています。駒ヶ岳火山や火山防災を地域住民や関係機関の方々

などにより知っていただくため、更に後継者のための資料として「協議会の歩み」、「昭和４年大噴火

の記録写真集」、「学校防災教育用・噴火のヒミツを探れ」、「防災教育用フィールドトリップマップ」、

「協議会だより」、「書き込み用噴火シナリオ」、「降灰訓練報告書」などを電子版資料として作成・配

布していますし、一部ホームページでの公開もしています。 

最近には、札幌管区気象台の事業である「火山防災学校教育事業」と連携し、吉本助教の協力を得

て、鹿部町「鹿部小学校」での火山防災教育の推進に地元鹿部町と共に取り組んでいるところです。 

 

駒ヶ岳火山防災会議協議会後の現状と課題 

最後に、いろいろ話してきましたが、決して、すべてがうまくいっている訳ではありません。私共

が、火山対策のために、火山周辺の自治体で駒ヶ岳火山防災会議協議会を設置し、火山防災対策事業

を始めてから３２年経ちますが、駒ヶ岳の火山の歴史（３万年から５万年、１６４０年大噴火から３

６０年）から見れば、ほんの一瞬で、これからも永く続けなければなりません。火山の山麓に住む私

たちは、今後とも駒ヶ岳の山麓で、「火山とともにいきるまちづくり」を展開していかなければなりま

せん。 

火山の山麓で、「火山災害を軽減し、地域の安全や住民で豊かな生活を営んでいくために」、住民、

協議会、防災関係機関が連携、協力し「自助・共助・公助を基本理念」に、「火山が静かなときこそ、

継続して」、火山防災活動を進めなければならないと考えます。 



ふりむけば駒ヶ岳 

～駒ヶ岳火山防災会議協議会最近の取り組み状況について～ 
 

北海道森町防災交通課 

課長兼防災係長 福田 繁幸 

 

要旨： 

 先程、元防災交通課長・中西清さんより説明のあった中から、現在、協議会で実施している事業を

かいつまんでお話しいたします。 

協議会では、担当課長・参事会議、担当者会議を経てハンドブックづくりの担当者を各市町より選

出し協議・検討し、関係機関の協力を得て、平成２２年３月、通算１０冊目の防災ハンドブックを作

成し、配布しています。 

 また、協議会では、毎月、気象庁による火山活動状況の発表に合わせ、気象庁と札幌管区気象台、

地元函館海洋気象台、森町、森町砂原支所、鹿部町、七飯町、函館市南茅部支所とネットワークで結

んで、テレビ会議を実施しています。なお、このシステムは学校防災教育などにも利活用しています。 

更に、協議会では、毎年、北海道防災ヘリを借り上げ、駒ヶ岳火山活動状況を上空から目視による

調査を実施しています。これには、構成市町の他、北海道、函館海洋気象台、消防本部等の防災担当

者が参加しています。 

協議会では、毎年、協議会構成市町担当者と函館海洋気象台、北海道、消防職員と一緒に降灰調査

訓練を実施しています。これは、実働訓練の１例ですが、研修会と降灰調査（採取）訓練の模様です。

私共の協議会では、噴火した、噴火した模様であるとか、降灰を確認できたら、消防と連携を図って

おり、署員が降灰調査地点まで行って降灰の採取をするという実働訓練を隔年で行っています。 

 駒ヶ岳は、平成８年・１０年・１２年に計６回の小噴火をしました。平成１２年の噴火終了後は、

登山規制を実施し、山を閉めてきましたが、周辺の観光団体より要望を受け９年ぶりの平成２１年よ

り登山を再開してきましたが、山の案内をしていただく人材の育成に向け取り組んでいるところです。  

協議会はもとより、町として、防災教育時に講演といっしょに「防災手帳」を配布して、住民の防

災意識の高揚を図ってきています。手帳のように作ると、バックなどに携帯できるサイズでもあるの

で是非、持ち歩いてください。とお願いしています。 

  

協議会では、歴史やこれまでの事業の経過、その年の事業内容などをまとめて発行しています。 

「まとめ」としまして 

  ①駒ヶ岳防災ハンドブックの改訂 

  ②気象庁テレビ会議システムの利活用 

  ③北海道駒ヶ岳火山防災活動ヘリ調査 

  ④北海道駒ヶ岳火山噴火降灰調査研修会、降灰採取実働訓練 

  ⑤住民の防災意識向上のための「防災講演会」の実施 

  ⑥学校防災教育 

  ⑦地域防災講演会 

 

など、たくさんありますが、継続していくためには先輩から引き継いだ事業を事務局担当者が面倒が

らず、取り組むこと。協議会の構成市町との協力者を図り、気象庁、函館海洋気象台、北海道や研究

機関の北海道大学などと連携していくことが一番大事であろうと思います。この場を借りて、関係機

関の皆様には今後もよろしくお願いいたします。 

 

ご清聴ありがとうございました。 



駒ヶ岳火山防災会議協議会の歩みと今後の課題

ふりむけば
駒ヶ岳

元北海道森町防災交通課長 中西 清
北海道森町防災交通課課長兼防災係長 福田 繁幸

協議会設置市町 森町、鹿部町、七飯町、函館市

会長
事務局
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協議会委員 函館開建ほか１３機関

位置図

函館市

鹿部町

七飯町

森町

駒ヶ岳火山防災会議組織概要
（昭和55年10月8日設立、合併により現組織に変更）

北海道駒ヶ岳



昭和５８年 最初の防災計画と
日本初のハザードマップ

昭和58年策定の防災計画

火山噴火地域防災計画図

平成６年 第２回目のハザードマップ

ハザードマップ策定指針に基づき改定したハザードマップ



「駒ヶ岳が怒った時」ビデオとDVD

平成6年にビデオを制作し、配布

駒ヶ岳噴火シナリオ

平成16年3月に策定した噴火シナリオ



現行の防災計画、ﾏﾆｭｱﾙ、資料「北海道駒ヶ岳」

平成16年3月策定、防災計画、初動マニュアル、巻末資料「北海道駒ヶ岳」

防災ハンドブック・ポスター

防災ポスタータイプ3種類、防災ハンドブックタイプ6種類



防災ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ・ﾎﾟｽﾀｰ掲載内容

火山防災研修会



防災講演会・シンポジウム

第3回防災まちづくり大賞

自治大臣賞
「駒ヶ岳火山防災会議協議会の火山

防災に関する啓発事業」

駒ヶ岳火山防災会議協議会（北海道）
もりまち さわらちょう しかべちょう
みなみかやべちょう ななえちょう

北海道駒ヶ岳の山麓に位置する森町・砂原町・鹿部町・南茅部
町・七飯町が駒ヶ岳噴火災害に対して協力して一体的な防災対
策を行うために、昭和55年から本協議会が設置されました。

まず、過去に起きた大規模な噴火を想定して、防災計画図（ハ
ザードマップ：危険区域及び交通規制、避難場所及び避難道路
図の2種類を作成。）を作成するとともに、この防災計画図に基づ
いた駒ヶ岳火山噴火地域防災計画を策定しました。

この他、地域住民等への啓発事業として、防災ポスターや防災
ハンドブックを隔年で作成して各家庭に配布するとともに、火山
学者や専門家による火山防災講演会なども毎年開催しています。
また、平成6年度には火山防災のビデオ（タイトル：駒ヶ岳が怒っ

た時－備えあれば憂いなし－）を制作し、防災関係機関、学校、
図書館等に配布して防災意識の向上に努めています。

平成10年受賞



関係資料の電子化
協議会の歩み 大噴火写真集 噴火シナリオ

秘密をさぐれ

降灰調査訓練報告 協議会だより
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾘｯﾌﾟﾏｯﾌﾟ

鹿部小学校での学校防災教育（火山）



駒ヶ岳火山防災会議協議会現状の課題

1. 合併による新体制づくりの構築

2. 事業にかかる予算の確保

3. 新たな噴火シナリオ、火山活動レベル化等
に対応した火山噴火防災計画の改訂

4. 住民の防災意識を高めるための啓発活動

5. 後継者の育成や資料の整理、保存

6. 協議会のありかた

7. 大学等研究機関との連携

火山とともに生きるまちづくり

「自助、共助、公助を基本理念に」

「火山が静かなときこそ、継続して」



駒ヶ岳火山防災会議協議会

最近の取組み状況等

北海道森町

防災ハンドブック

防災ポスタータイプ3種類、防災ハンドブックタイプ6種類 通算１０冊目のハンドブック



気象庁テレビ会議システム
による月例会議（火山活動状況）

北海道防災ヘリによる火山活動状況調査

防災ヘリからの撮影写真（昭和４年火口）



降灰調査実動訓練①

降灰調査実動訓練②



火山防災講演会と駒ヶ岳登山研修会

防災講演会のチラシ 駒ヶ岳登山研修会次第

森町の防災手帳



協議会だより

駒ヶ岳火山防災会議協議会の継続性

 「北海道駒ヶ岳火山活動防災ヘリ調査」

 「北海道駒ヶ岳火山噴火降灰調査研修会・降灰採取実働訓練」

 住民の防災意識向上のための「防災講演会」

 「駒ヶ岳登山研修会」

 「学校防災教育」「地域防災講演会」

 「駒ヶ岳だより」の発行 など

■継続するために

◇協議会事務局が面倒がらず、ねばり強く事業に取り組む

◇協議会構成市町村の協力（協力者）を得る（連携を図る）

◇気象庁、北海道、北海道大学など研究機関との連携

 「駒ヶ岳火山防災ハンドブック」の改訂

 「気象庁テレビ会議システム」の利活用

ま と め



ご静聴ありがとう

ございました。

終わり
駒ヶ岳火山防災会議協議会




